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[目的] RNAとタンパク質との特異的な相互作用は、生体内で転写後修飾、翻訳調
節において重要な役割を担っており、生命現象を理解する上でその詳細な知見は
不可欠である。しかし、RNA とタンパク質の結合のメカニズムは非常に複雑であ
るため、全体像を理解するために相互作用を分類し、モデル化する必要がある。
RNAとタンパク質との特異的な結合自由エネルギー変化 G

oを決定する主な要因
は水素結合、静電相互作用、スタッキング相互作用である。そこで本研究では、
これらの局所的相互作用が結合に及ぼす影響をエネルギー的に定量化することを
目的とした。
[方法と結果] 今回、RNAとペプチドのモデルとしてはλファージの boxBと Nペ
プチドを用いた。相互作用様式については、静電相互作用とスタッキング相互作
用に着目し、それらの相互作用に関与するアミノ酸を置換した変異体を作製した
(Fig.1参照)。これらのペプチドを、ループ部位に 2アミノプリンを導入した boxB
と相互作用させ、蛍光変化から結合の自由エネルギー変化を算出した。
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Fig.1 本研究で用いる N ペプチド。X
はシトルリンを示している。 


